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 およそ北緯 35 度 66 分、東経 140 度 05 分の位置に発見できる本論の対象地域
は、本州島弧のほぼ中央にて、太平洋側に形成された房総半島北西部の一角を占
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2 1294（永仁 2）年には大須賀荘幕張本郷と称していた。1445 年には馬加康胤の時に馬加郷とあらため
られ、1508（永正 5）の文書で千葉群中須賀庄本郷馬加新間宿とある。頼朝通過の時に馬が不足した
ので馬を助合したとの伝承や説がある。『千葉大百科事典』（千葉日報社） 
図 1 東京湾 昭和 30 年代（前半）と現在の自然海岸線 
（ 国 土 交 通 省 関 東 地 方 整 備 局 ）
幕張
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は、各掲載面積も異なり、宣伝広告とみられる。馬加第 1 区から第 5 区まで合計
88 軒、武石区から 5 軒の法人・個人事業者の掲載があり、一部イラストや屋号と
                                                                 
3 表面に南側東京湾上からの鳥瞰図、裏面に町勢を記載した両面印刷であり、当時のタウンマップとし

















表 1 幕張の名を冠した産業活動者および公共施設 
（1929（昭和 4）、「千葉県幕張町鳥瞰図」より豊田） 
・幕張駅（総武鉄道、現 JR 総武線 1895（明治 27））
・幕張尋常高等小学校 1897（明治 29） 
（浜田小学校より改称） 
・幕張駅（京成電鉄、1921（大正 10）） 










（1926（大正 15）年実籾駅開業）、谷津・久々田・鷺沼の 3 村が合併し設立した
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（２）千葉市および習志野市への併合 1954（昭和 29）年 
 千葉郡幕張町域は、戦時中に壊滅的空爆を被った東京都心と千葉中心街の中間
地点にありながらも、からくも大きな戦災から免れ〔m216〕、戦後経済復興の途
に就いた。昭和 20 年から 21 年にかけて千葉街道の子守神社前クランク部分にこ
の区域でははじめてのバイパスが敷設され4、往来は直線化した。また、1947（昭




実現していくなか、当時 1 万 4 千人余りを擁した千葉郡幕張町は、東接する県都
千葉市、および西接し習志野市構想を掲げる津田沼町の双方から編入を期待され








                                                                 
4 日本初の科学的実測地図である伊能図では上総と江戸を結ぶ一本の道（房総往還）上に馬加宿を記し
ている。同地に律令制下の古東海道が設置されて以来千年余り、房総半島側の東京湾岸陸路を“これ
一本”で賄ってきたこの宿駅は、1945（昭和 20）年から 1982（昭和 57）年の 40 年弱の期間の往来増
加と開発ラッシュにより京葉道路、国道 357 号線など四重の高規格パイパスで南北を囲まれることに
















 1964（昭和 39）年、幕張町海岸部の第１次埋立工事が、7 年の工期をかけ完了
した7。幕張町 1 丁目から 5 丁目に編入されたこの全長 2km ほど、沖へ向かい






1972（昭和 47）年には貝取券の取扱所も 7 か所にふやし、潮干狩り、海水浴客を









ぎ工事再開、68ha の埋立を終了したものである。 『千葉県の自然史』 本編 8 変わりゆく千葉県
の自然（平成 16）による。財団法人千葉県史料研究財団編）） 
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収容する納涼台も 11 件となり」「潮干狩り、海水浴用品を販売する露店も数十軒
に及んだ。扱いの多い日は最高 4 万人から 5 万人に達したと記録される8。幕張の
地が海苔の養殖に参入したのは 1939（昭和 14）年と千葉県内で最後発であったも
のの、その後発展し、五指にはいるまでになった。幕張町漁業協同組合が漁業権







業を担ってきた、幕張町 1 丁目および 2 丁目の市街地北部に後背する畑地の全域










                                                                 
8 6）に同じ。 









 京葉道路幕張インターチェンジのふもとで習志野市境にある幕張 1、2 丁目埋立
地域は旧漁業関係者に分譲されるなど宅地化がなされ、1979 年に幕張西 1～4 丁










介している。関係箇所を長く丁寧に引用する。「本県は首都圏にあって, 51 万 ha
という広大な県土を有し, 昭和 58 年には, 全国で 8 番目に 500 万人を超える県とな

















千葉市のそして広域の中心核として, 業務・研究, 教育・文化, 商業・サービス, レ
クリエーション等の多彩でかつ高度な都市機能を有する国際的な新都心の形成を
目指すものである。この新都心は, 千葉県（千葉県企業庁）が 1973（昭和 48）年
に公有水面の埋立免許を得て 55 年に竣工した約 440ha の埋立て地であり, ここに











図 2   新旧比較地図（左：大正 10 年測図（波線は遠浅干潟） 右：平成 16 年更






て 1986（昭和 61）年 3 月に開業した。全国に先駆けた国際規格のコンベンション
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表 3   習志野市芝園に立地する“幕張”を冠する事業拠点（店舗、工場または営
業拠点）（豊田調べ） 
オートバックス海浜幕張店 オーケー幕張店 東京インテリア家具幕張店  
セルバス幕張店 テンポス幕張店 島忠ホームズ幕張店  


























































 第 1 に、地名への反応をとらまえることを主眼とし、調査者が特定の範囲やエ
レメントへ誘導しないこと。調査地点が幕張であるかどうかさえも、つまり「幕
張にいく」のか「幕張にいる」のかさえも調査者から特定ないし誘導しないこと。 
 第 2 に、回答にあたって、回答者が正答を探そうとしないこと。また正答を出
したいという動機を生じさせないために、回答者が調査者の預からないところで
検索や問い合わせをしないこと。 
 第 3 に、都市に対する好悪のイメージを問わないこと。 































示す 3 つの設問を調査員が読み上げた。設問 1、設問 2、その他のコメントに関し
ては調査員が聞き取りのうえ書き取った。設問 3 に関しては調査員が回答者に筆
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書き取ることとした。 
 設問 1、設問 2、その他のコメントに関しては調査員が聞き取りのうえ書き取 




















 本論では聞き取り地点を地名の歴史的特徴上 6 つのゾーンに区分して設定した。
聞き取り地点は以下の通りである。 










≪A-D 隣接区域≫上記ゾーン A、B、C および D に接している住居表示区域（ゾー
ン E） 








 2016（平成 28）年 7 月 1 日より 9 月 16 日にかけて、対面式の聞き取り調査を
実施し、309 の有効回答を得た。実施日により訓練された調査員 1 名あるいは補
助調査員との 2 名で行った。実施日数は計 25 日であり、調査実施地はすべて千葉
市および習志野市であった。標本 309 のうち聞き取り調査の結果 4 件が未成年と
判明したため、305 標本を本論の分析母数とする。 
 回答者の属性であるが、性別では女性 163 名、男性 142 名であった。 
年代別は、20 代 31 名、30 代 48 名、40 代 63 名、50 代 41 名、60 代 54 名、70
代以上 68 名であった。前述した理由のとおり、性別および年令は調査員による
推定である。 
 この中に成人大学生が 5 名含まれているが、公共地の利用中に不特定多数成人
むけ調査に応じた産業利用者の一員として母数に含めている。また調査地点があ
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ゾーン A ≪幕張町 1-6 丁目≫ 49 名 調査地点：8 か所 
ゾーン B ≪幕張本郷・幕張西≫ 57 名 調査地点：6 か所 
ゾーン C ≪旧千葉郡幕張町制域≫ 16 名 調査地点：10 か所 
ゾーン D ≪幕張新都心≫ 98名 調査地点：11か所（D1 9か所 D2 2か所） 
ゾーン E ≪A-D の隣接地≫ 65 名 調査地点：11 か所 
ゾーン F ≪E の隣接地≫  20 名 調査地点：4 か所 
 なお、幕張を知らない回答者はゼロであった。また、幕張に行ったことがない





表 4 地名付与の経緯による区分（豊田） 
 ゾーン A ゾーン B ゾーン C ゾーン D ゾーン E 




《旧幕張町制域》 《幕張新都心》 《A-D 隣接区域》 
面積 360.6ha 254.8ha 705.1ha 522.2ha＊＊ - 
人口 28,240 人 52,913 人 29,599 人 23,605 人 - 
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国道 14 号線 
















数値データは平成 22 年国勢調査（調査日 2010 年 10 月 1 日） ただし＊幕張新都心オフ
ィシャルガイド（千葉市発行）より 







 図 3 および表 5 は 聞き取りの設問 1 を集計したものである。 
「“まくはり”の目印（Landmark）はなんですか？」と訊ねる自由回答（複
数回答可）で、ひとつめの回答を集計した。最多回答は幕張メッセ（100
件、32.8%）であった。上位 5 位までの回答がゾーン D に集中した。 
 







32.5%）であった。上位 5 位までの回答がゾーンＤに集中した。 
 
 図 5 はおよび表 7 は 設問 3「ご自身が“まくはり”と思われる範囲をペンで 
かこってください。」の回答集計である。 
 
 図 6 は設問 3 の回答標本を縮小したものである（原寸は A3）。4 種掲載する。 
 




 図 8 および表 9 は 幕張の範囲認識 聞き取り調査地点ごとの分析である。ゾー
ンＡおよびゾーンＤへの認識の差異が、聞き取り地点（ゾーン A からゾー
ン F までの 6 類別）ごとに特徴を示すかどうかをあきらかにするために抽
出した。A、D では相互に特徴値を示した。 
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D 中瀬１-2 丁目に集積する高層オフィスビル群およびホテル群 
3 22 
7.2% 




ツインビル D ワールドビジネスガーデン（地上 35 階、軒高 153m 海浜幕張駅南口）





D 敷地面積 192,000 ㎡、国内 3 位。同社郊外型モールの旗艦店。 
 
   上位 5 位計 184 回答（60.3%） 
 ＜上記以外の主な回答＞ 
 9 JR 幕張駅 A 1894（明治 27）年開業。総武線 
 7 ｲﾄｰﾖｰｶﾄﾞｰ 
幕張店 
A 1998（平成 10）年開業。店舗面積 13,350 ㎡は花見川区最大 
 6 海。昔の A 漁業と潮干狩り、海水浴の遊覧事業地となった遠浅海岸。1973（昭和
48）年、第二次埋立事業のため全面閉鎖 
 6 幕張本郷駅 B 1980（昭和 55）年開業。総武線。 
その他の少数回答例 ： 潮のにおい（3 回答 －） 三代王神社（1 回答 C）にんじん
畑（１回答 C） ららぽーと（1 外（船橋市）） スカイツリー（１ 外（東京都墨田区）） 
特になし（6 -） 海（1 － ） 
  
神田外語大学紀要第29号 
The Journal of Kanda University of International Studies Vol. 29 (2017) 
232 














備考  ノードとしての特徴 
1 99 
32.5 






D 年間来場者数 3100 万人（2014 年開業初年度、事業会社発表）駐車
場約 7,300 台 
3 33 海浜幕張駅、駅
前広場 
D 乗降客数 63,225 人/日（2015 年度） 




D 専門店中心に 137 店舗 年間来場目標人数 380 万人（2015 年 7 月
事業会社発表） 




A 駐車場 1,401 台 
 5 幕張駅、駅前通
り商店街 
A 乗降客数 15,809 人/日（2015 年度） 
 5 幕張本郷駅、駅
前ﾛｰﾀﾘｰ 
B 乗降客数 27,665 人/日（2015 年度） 




街」〔m242〕「浜。あれって稲毛だっけ？」〔m290〕 ホテル群（2 件） 
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図 6 設問 3 の回答標本 





表 7 設問 3 ご自身が“まくはり”と思われる範囲をペンでかこってください。
【幕張の範囲認識】描画抽出結果 
「幕張町のみを指す」 25 回答 幕張町＋武石 
（または長作、天戸） 
3 回答
「幕張新都心のみを指す」 57 回答 幕張町＋若葉 3 回答
「幕張町も幕張新都心も併せた区域」 189 回答 幕張本郷＋幕張西 1 回答
「幕張町＋幕張本郷である」 7 回答 海 1 回答
「幕張本郷＋幕張新都心である」 3 回答 なし、不明 3 回答
「点のイメージしか浮かばない」 10 回答   
「2 か所に区域が分かれている」 2 回答   
「幕張本郷のみを指す」 3 回答   
統合（現幕張町および新都心を含む）192（うち「幕張町＋若葉」3） 
新都心を含み 現幕張町を含まない 60 （うち「幕張本郷＋新都心」3） 
現幕張町を含み 新都心を含まない 35  
その他 18（幕張本郷のみ 3  海 1 “点”のイメージ 10 など） 
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表 8 “まくはり”の範囲認識 年代ごとの分析 認識地図範囲 回答傾向分析 
n=305 
回答者年代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代～






















































（合計 305 標本） 
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 まず第 1 に、幕張の座標が分離して 
いることを指摘し、その理由を考察す 
る。図 5 からわかるように、回答者の 6 割強が幕張町≪ゾーン A≫と幕張新都心
≪ゾーン D≫を認識に含めている。一方、回答者の 2 割は幕張町≪ゾーン A≫を
含めず、また回答者の 1 割強が逆に幕張新都心≪ゾーン D≫を幕張と認識してい
ない。同じ地名でありながら、あわせて 3 割強の回答者が、重なり合わない 2 つ
の区域に対して幕張というひとつの地名を使っていることになる（図 10）。地名・
 
図 10 認識地図における座標分離（豊田） 
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13 例えば幕張町 6 丁目から幕張の浜（現在）に至るには、この区域を並行して横断する 6 の切実なエッ
ジ（北から順に JR 総武線平面鉄路、京成千葉線平面鉄路、国道 14 号線、東関東自動車道高架、JR 京
葉線高架鉄路および海浜大通り。3 つの車道はいずれも幅員 50m 以上）を越えなければならない。幕














 第 2 に、「記憶の幕張」の回答現象である。ランドマークの回答は建物に集中し













                                                                 
14 〔m148、m197、m207、m211、m225、m244〕。そしてスナッパ（旧幕張海岸の一角、通称）〔m003〕
を合わせると、すでに存在しない海岸のランドマーク回答は 7 軒であった。 
神田外語大学紀要第29号 



































設問 1 “まくはり”の目印（Landmark）は何でしょうか？ 外から“まくは
り”に近づき、あるいは到着するときの、建物・自然・駅・看板など







（＊ 国土地理院発行 1:25,000 地形図「千葉西部」（平成 17 年 2 月
1 日発行） 





設問 3 を除き、調査員が聞き取って記入します。 
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